
  

【スクールカウンセラー来校予定（６，７月）】 

 ６月６日（金）午後 ７月７日（月）午前  

※ ご希望の場合は学校にご連絡ください。 

赤木名中学校 学校便り 令和７ 年５ 月
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 新入生 28名が入学し，全校生徒 112名で赤木名中 

学校の令和６年度がスタートしました。今年度も，生 

徒・教師・保護者・地域の声を基に，「魅力ある学校づ 

くり」を推進してまいります。 

 始業式で，本校の学校教育目標について話しました。 

「心身共に健康で，ふるさとに誇りをもち，豊かな心 

と確かな学力を身に付け，たくましく生き抜く生徒を 

育成する」 

まずは，健康。身体はもちろん，心の健康，そのた 

めには人との関わりが大切になります。１年生は７校

から集まり，２年生は新クラスで，３年生は初めて１

クラスでの学級になります。お互いに助け合い，相手

のことを思いやりながら過ごしてください。 

２つ目にふるさとに誇りをもつ。将来，この笠利の

ため，奄美大島のために貢献できる人間になってくだ

さい。 

３つ目に豊かな心と確かな学力を身に付ける，「魅力

ある学校づくり」の「学校が楽しい」「みんなで何かを

するのは楽しい」「授業に主体的に取り組んでいる」「授

業がよく分かる」の４つの項目を意識して取り組んで

ください。 

４つ目のたくましく生き抜く，校訓の自主・協力・

忍耐・科学。この４つを意識していれば，自然とたく

ましく生き抜く生徒に育っていくと思います。 

この１年間が皆さんにとって有意義で，実りの多い

ものとなるよう，職員一丸となって頑張ります。 

 
 

 ５月 19 日(月)と 20 日(火)の両日，1 年生は

奄美自然の家で集団宿泊学習を行いました。中

学生になり，自分たちだけで行う初めての大き

な行事で，緊張感をもって学習に臨みました。 

 １日目は七宝焼きから始まり，クイズウォー

クラリー，野外炊さん，夕べのつどいのあと，

天体観測を行いました。 

 ２日目は朝のつどいの後，朝食を食べ，焼き

板づくりに取り組みました。 

 集団行動や友人，礼儀やマナーの大切さとと

もに，奄美の自然の豊かさを実感した２日間と

なりました。 

 ５月 14 日(水)から 16 日(金)の３日間，笠利

町内を中心に各自が希望した事業所で，３年生

は職場体験学習を行いました。 

 事前に自分たちで電話をして打ち合わせを行

うところから始め，それぞれの事業所で働く体

験を行わせてもらいました。 

 働くことの大切さを理解し，自分の適性や生

き方について考えることのよい機会となりまし

た。事業所の方々，ありがとうございました。 

 

 ５月 13 日(火)から 15 日(木)まで，２年生は

修学旅行へ行ってきました。 

 １日目は奄美空港を出発し，鹿児島へ着いた

らバスで佐賀へ移動し，有田焼の絵付けを体験

しました。２日目は長崎で被爆者体験講話など

平和学習を行った後，長崎の街で自主研修を行

いました。そこから福岡に移動し，福岡ドーム

で野球観戦を楽しみました。３日目は熊本のグ

リーンランドを満喫し飛行機で奄美へ帰ってき

ました。 

 各地の歴史や文化，そして平和の尊さについ

てしっかり学習できました。 

ＨＰ，ブロ

グはこちら

から 

人と人が出会う確率 

 

肥後 孝幸 

 

 一般的に，人が一生で出会う人の数は， 

「人生 80年として」 

何らかの接点をもつ人   30,000人 

同じ学校・職場や近所の人  3,000人 

親しく会話をもつ人      300人 

 友人と呼べる人        30人 

 親友と呼べる人         3人 

だそうです。確率にすると，親友と呼べる人と出会

う確率は 24億分の１になります。 

 私は，今までの教員人生の中で，卒業文集に必ず

書く言葉があります。「この中学校で出会った仲間

を大切に，そして頼ってください。」と。赤木名中は

基本的に６校の小学校から集い，３年間かけて仲間

になっていくこのかけがえのない仲間を，だからこ

そ，今を大切にしてほしいと思います 

 先日，私の高校の同級生が鹿児島で同窓会を開い

ていたそうです。その最中に電話が来て，代わる代

わる同級生と話をしました。しかし，相手は電話で

名前を名乗らないうえに，約 40 年振りの会話なの

で誰かを当てるのに相当苦労しましたが，話をして

いく内に記憶がよみがえり，全員を当てることがで

きました。（みんなビックリしていましたが…） 

でも，この仲間が私のことを思い出してくれ，昔話

ができたことで次の日の活力になったことは言う

までもありません。 

 皆さんも，今の「仲間」を大切に，そしてお互い

を大切にしていきましょう。「一期一会」です。 


